
移住を叶えるA toZ
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移住についての

空き家バンク制度とは、賃貸や売却を希望する所有者
から寄せられた空き家情報をウェブなどで公開し、空き
家に住みたい・活用したいと考える人に紹介するもので、
全国の各自治体で実施している。思わぬ掘り出し物に出
会える可能性がある一方、リフォーム費用が入居者負
担であったり、入居希望者が所有者と直接交渉しなけ
ればならなかったりというケースもある。利用方法は自
治体によって異なるので、気になる物件を見つけたらま
ずは問い合わせてみよう。

［利用の大まかな流れ］

ウェブ等で
空き家バンク
登録物件を探す

現地視察・
内見

自治体や
管理団体に
問い合わせ

所有所や
宅建業者と
相談・交渉

利用申込申請

移住を後押しする支援制度
活用しなきゃもったいない！
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出
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注目トピックス
数は少ないが、土地の無償貸与、無償譲渡を行っている
自治体もある。一定期間内に住宅を建築することや10
～20年間その土地に住み続ける等の要件があるが、土
地代が抑えられるというのは大きなポイントだ。

●引っ越し費用の補助
実費の1/2など、最大で10万円程度
●家賃の補助
1～2万円の家賃補助を1～3年間交付など
●新築住宅取得にかかわる補助
50～200万円程度の助成金や固定資産税の補助など
●リフォーム費用の補助
5万円～。自治体によっては最大50万円の助成金も
●住宅設備費用の補助
合併処理浄化槽や太陽光発電設備の設置に際して

空き家バンク
人が住まなくなった地域の住宅を活用

LIFULL https://www.homes.co.jp/akiyabank/
at home https://www.akiya-athome.jp/

全国の空き家バンク検索サイト

例えばこんな支援

例えばこんな支援

各自治体では、移住希望者に対してさまざまな支援制度を用意している。
活用すれば、移住の大きな助けとなることは間違いない。

ここでは、生活の基本となる、住まい、仕事、子育て・教育を中心に紹介する。

契約
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